
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 木     
2 金

3 土 　　　　①10:30～　②14:00～
4 日 　　　 
5 月 休館日 休館日
6 火 休館日
7 水

8 木 　　　
9 金

10 土 　　　　　　　　  　　　①10:30～　②14:30～
11 日

12 月 休館日 休館日
13 火 休館日
14 水

15 木 　　　　　　　 　　　
16 金

17 土

18 日

19 月 休館日 休館日
20 火 休館日
21 水

22 木

23 金

24 土 　　  おひさまの会 　　　もこもこ
25 日 　　　　
26 月 　　　　 休館日 休館日
27 火 休館日

28 水

29 木

30 金

31 土

真夏の夜はミステリー!  山の日  怖い話

館内整理日

★ 予 約 ★

1. 『かがみの孤城』 辻村 深月 ポプラ社 20回

2. 『大家さんと僕』 矢部 太郎 新潮社 19回

3. 『魔力の胎動』 東野 圭吾 KADOKAWA 18回

4. 『沈黙のパレード』 東野 圭吾 文藝春秋 17回

5. 『すぐ死ぬんだから』 内館 牧子 講談社 15回

6. 『未来』 湊 かなえ 双葉社 12回

7. 『俺、つしま[1]』 おぷうのきょうだい 小学館 11回

『ファーストラヴ』 島本 理生 文藝春秋 11回

9. 『昨日がなければ明日もない』

宮部 みゆき 文藝春秋 10回

『漫画君たちはどう生きるか』

吉野 源三郎 マガジンハウス 10回

特設

みやこ町図書館だより
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★チャレンジ教室

8/2（金）
「てづくり水族館」

★チャレンジ教室

8/4（日）
「万華鏡をつくろう」

★チャレンジ教室

8/10（土）
「万華鏡をつくろう」

★チャレンジ教室

8/9（金）
「令和ロケット発射」

★ 貸 出 ★

1. 『かがみの孤城』 辻村 深月 ポプラ社 51回

2. 『棲月』 今野 敏 新潮社 49回

『人魚の眠る家』 東野 圭吾 幻冬舎 49回

4. 『魔力の胎動』 東野 圭吾 KADOKAWA     48回

5. 『マスカレード・ナイト』 東野 圭吾 小学館 44回

6. 『青嵐の坂』 葉室 麟 KADOKAWA 43回

7. 『風は西から』 村山 由佳 幻冬舎 42回

『砂の家』 堂場 瞬一 KADOKAWA       42回

『マスカレード・ホテル』 東野 圭吾 集英社 42回

10. 『青空と逃げる』 辻村 深月 中央公論新社 41回

『玉村警部補の巡礼』 海堂 尊 宝島社 41回

◆ 平成３０年度 貸出・予約ベスト１０ ◆



～小説～ 

■『「超」AI 整理法』 野口悠紀雄(編) KADOKAWA 

■『女に生まれてモヤってる！』 ジェーン・スー

(著) 小学館 ■『これでわかる学習障がい』 小池

敏英(監修) 成美堂出版 ■『恐竜まみれ』 小林快

次(著) 新潮社 ■『「認知症」「がん」「心臓病」に

負けない!35 の知恵』 「きょうの健康」番組制作班

(編) 主婦と生活社 ■『緑の家。』 エクスナレッジ 

■『世界のおつまみレシピ』 本山尚義(著) 主婦と

生活社 ■『うちの香草育てる食べる』 大田垣晴

子(著) KADOKAWA ■『墨でモノトーン雑貨』 小

川翔月(著) マール社 ■『「大家さんと僕」と僕』 

矢部太郎ほか(著) 新潮社   

～その他～ 

『フーガはユーガ』 伊坂幸太郎（著） 

         実業之日本社（2018）    

       暴力を振るう父親、無関心な 

      母親という家庭環境に育った双子

の兄弟。兄弟だけの不思議な力 

      を利用して悪に立ち向かっていく

物語。気持ちが滅入るシーンも多

く「逃げて、助かってほしい」と

願いながら、続きが気になり一気

に読んでしまう。［Dream］ 

 

『偽りのレベッカ』 
アンナ・スヌクストラ（著）北沢 あかね（訳） 
講談社（2017） 

万引きで捕まった「私」は、自分と似
ている、11 年前、16 歳で失踪したレ
ベッカ・ウィンターだと名乗り、彼女
の人生を生きると決める。生還を喜
び、迎えてくれる家族。けれど、一度
も過去に触れない彼等の態度が「私」
を不安にさせる。注目の豪州発のサ
イコスリラーです。[り]    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『亥子ころころ』 西條奈加(著) 講談社 ■『緋の

河』 桜木紫乃(著) 新潮社 ■『旧友再会』 重松清(著) 

講談社 ■『出身成分』 松岡圭祐(著) KADOKAWA 

■『いつかの岸辺に跳ねていく』 加納朋子(著) 幻冬

舎 ■『ガラスの城壁』 神永学(著) 文藝春秋 ■『百

の夜は跳ねて』 古市憲寿(著) 新潮社  ■『いかれこ

ろ』 三国美千子(著) 新潮社 ■『旅ドロップ』 江國

香織(著) 小学館 ■『忘れじの女』 早見俊(著) 新潮

社 ■『生のみ生のままで上・下』 綿矢りさ(著) 集

英社 ■『親子の十手』 倉阪鬼一郎(著) 二見書房 

■『世界を救う 100 歳老人』 ヨナス・ヨナソン(著)

西村書店  

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『82 年生まれ、キム・ジヨン』 

チョ ナムジュ（著）筑摩書房（2018）     

誕生してから学生生活、受験、

就職、結婚、育児、その人生の

途中で、女性の人生に立ちはだ

かるものとは何か。どんな境遇

の女性であっても「女性」とい

う理由で受けてきた不平等な

できごとが描かれた、韓国にて

ベストセラーとなった小説で

す。［YOU］ 

 

 

 

『本と鍵の季節』 米澤 穂信（著） 

集英社（2018） 

        本だけでなく、不思議な謎も
持ち込まれる放課後の図書室。
図書委員の男子高校生 2 人が委
員の仕事をこなしながら、謎解
きにも挑みます。 

        『古典部』シリーズの著者に
よる、ちょっとほろ苦い青春ミ
ステリです。[しっぽ] 

                  

『襲来』上･下  帚木 蓬生（著） 

               講談社（2018） 

       蒙古からの侵略の危機を説き、幕府

や他宗派への攻撃をやめない日蓮。 

       安房国の漁師･見助は、その日蓮と 

       出会い、目となり耳となる為、一人

対馬へ向かう旅が始まる･･ 壮絶な 

       生きざまに感動する物語です。[Ｓ]    

『作家のお菓子』 

コロナ・ブックス編集部（編）平凡社（2016） 
 

ガリガリ君がマイブームだった水木しげる、

ガラス瓶に入れたチョコレートが今もそのま

ま残っている吉行淳之介…。 

作家が愛したお菓子が、思い出 

のエピソードとともに綴られた 

一冊です。[Ｋ] 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784062938440
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https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784087711738
https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784062210720

